
※===================================================※ 

トラック１ 

※===================================================※ 

 

お⼊り、坊や 

 

メリークリスマス、トナカイの坊や。 

魔⼥に付き纏う、物好きな坊や。 

寒かったろうな、家まで雪も積もっているし 

せっかくの聖夜なのに、⼤吹雪ときたものだ 

 

さあ、もっと暖かい場所に⾏こう。 

 

せっかくだから、運んでやる。 

浮遊魔法だなんて無粋なことはしない、 

俺が坊やを抱っこして 

暖かい場所に、そうだな 

暖炉の前がいいな 

それとも、寝室がお望みかな？ 

 

なんて、冗談だ。 

魔⼥のくだらない冗談だ。 

 

 



さて、祭りの⽇だっていうのに 

俺に会いになんでわざわざ 

坊やは本当にもの好きだ。 

 

坊やは、俺の膝の上だ。 

恥じらうな。 

客⼈は⼀番いい場所にいろ。 

 

何でって、タダの我儘だ。 

後、この⽅が坊やを可愛がれる。 

 

やっぱり、坊やは⼩さくてかわいいな♡ 

俺が⼤⼥というのもあるが 

 

まるで、ぬいぐるみだ♡ 

抱きしめて、眠ってしまいたくなる♡ 

 

聖夜祭だっていうのに、まったく 

なあ、トナカイの坊や。坊やは村⻑の息⼦だぞ。 

 

村の外れで、隠遁⽣活をしている魔⼥の家に⼊り浸るなんて 

まあ、悪い事じゃあないが……なあ 

 

 



村の酒場に⾏くなりした⽅がな 

坊やと話したい相⼿は他にもいるだろう。 

若い娘⼦等だって、坊やに⽬を付けていたはずだ。 

 

誘いを断ってまで、俺なんかに会いに来て 

本当に好き者だ。 

 

だが……本⾳を⾔うとな 

少し、寂しかったから 

会いに来てくれて、嬉しかった。 

 

ありがとう、トナカイの坊や♡ 

 

そろそろ、坊やも暖まったな 

 

さて、せっかくの聖夜だ 

まさか、いつもみたく魔術の講義は、流⽯に無粋だろう。 

坊やは何がしたいんだ？ 

願いを教えてくれ。 

雪と聖夜の魔⼥、フルドラ・ユーレナットに 

坊やの願いを聞かせてくれ。 

 

知っての通り、俺は魔⼥だ。 

聖夜の⽇に、坊やの願いを叶えるぐらいは、できるからな。 



なんだっていい。悪い事じゃなければ叶えてやる。 

 

坊やの願いを、この俺に聞かせて欲しい♡ 

それとも、⾔いづらい願い、だったりするのかな？ 

 

え、は？……け、結婚……お、俺と、坊やが？？ 

 

いやいや、確かに俺は⼥で、 

胸だってそこらの奴より⽴派だ。 

だけど、なぁ……よりにもよって、魔⼥相⼿に……なあ 

考え直してって 

 

あぁ泣いてくれるなッ 

⾸を、縦に振るしかなくなるッ 

⼦供の涙に、弱いからッ 

困らせないでくれ……ッ 

 

カワイイカワイイと可愛がってたが 

⼀丁前に男を⾒せてきたか 

 

とりあえず結婚するかどうかは、保留。 

急ぐこともない。だが、そうさな。 

 

……んふふ 



坊やは、男を⾒せた。 

失礼にも保留してしまったなら、お詫びは必要か。 

 

なあ、坊やはまだ童貞だろ。 

ここに⼥がいる。 

背が⼤きく、顔⽴ちも良く、胸も尻もデカい。 

筆を下ろす相⼿には、悪くないと思うぞ。 

 

今、期待した顔をしたな。 

くす、あはは、あぁ……んふふ 

なあ坊や♡ 

 

極北のこの地じゃ、娯楽は飯と酒を除けばセックスぐらいしかない。 

男も⼥も、⼤⼈になれば夜這いをするし、されもする。 

いずれ学ぶことだ。 

だから、その時が来て恥をかかないように…… 

 

坊や。 

⾚い⿐の、かわいいかわいいトナカイの坊や。 

聖なる夜は、とても寒くて、暖かい夜だ。 

理由を知ってるか？ 

 

皆、特別な夜を過ごす。 

忘れられない、暖かい夜を過ごす。 



⼀⼈じゃない。 

坊やには、俺がいる。 

雪と聖夜の魔⼥ 

 

俺、フルドラ・ユーレナットが 

暖かい夜を坊やに教えてやる♡ 

 

ん……ぁ、ん……ちゅ……ぁ、ん……ん♡ 

ん、ん♡……あぁ、くすす 

熱いな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※===================================================※ 

トラック２ 

※===================================================※ 

 

魔法を使った。 

クリスマスの⽇の夜にだけ使える、俺だけの魔法。 

 

願いを叶える聖夜の魔法だ。 

坊やの性器を、少しだけ元気にしてやる。 

くだらない使い⽅だとは思ってくれるな♪ 

 

少し疼くだろうが、それもすぐに馴染む。 

さあ、筆おろしを始めようか。トナカイの坊や♡ 

 

……なんてことない。 

ただ、乳房を⾒せるだけだ。 

交わるなら、乳房を⾒たいだろ。 

特に、俺のような 

胸周りが⼀メートルある⼥なら、特にな♡ 

 

おいで、トナカイの坊や 

ほ〜ら、おっぱいだぞ♡ 

坊やがいつも欲しがるように⾒ていた 

俺の、魔⼥フルドラの、⽣の乳房だ♡ 



 

どうした？ 

来れないのか？ 

なら、こっちからだ 

 

あぁ、んぅ♡ 

坊や、トナカイの坊や♡……あぁ、⼤変だ♡ 

坊やの頭が、消えてしまって⾒えないぞ♡ 

ふふ……どうした？俺は、何もしてないぞ。 

でも、俺のデカパイが坊やの顔を⾷べちゃったみたいだな♡ 

 

密着しているんだ、服を脱ぐのも難儀だろう。 

脱がせてやったぞ、魔法でな。 

 

本来は、敵の装備を消して無⼒化する魔法だが 

坊やを裸にする魔法と、これからは改めるか。 

……ん、俺も……下を、脱がない、と 

 

あぁ、⾒えないだろうが……俺も履物を脱いだぞ。 

ショーツも、ない。 

下着姿が⾒たかったなら、悪いことをしたな。 

 

あぁ、坊やのが……当たって、硬くて、熱い♡ 

わかるか？ 



今、坊やの、トナカイの坊やの⾓が、当たっている所 

ここが、⼥の⽳だ♡ 

 

怖がらなくていい。 

坊やは、俺に⾝を委ねていればいい。 

優しくリードしてやる♪ 

坊やがすべきは、そうさな。 

乳房の先、そこに吸い付いていればいい。 

 

あぁ、ん♡……ぁ、吸ったな♡ 

あ、あはは……坊やが、⾚ん坊になってしまった。 

あぁ、ああぁ……可愛い坊や 

本当に、なんて可愛い……いけない、⼦だ♡ 

魔⼥を誘惑して、悪い坊やだ♡ 

 

んぅ……あぁ、あああぁ♡ 

坊や♡……トナカイの坊や♡ 

剥いて、やったぞ……坊やの、⽪を♡ 

……魔⼥の俺の、おまんこで♡♡ 

 

んぅ、あぁ……あぁ、ああぁ……んぅ 

熱いな♡ 

坊やの⾓が、中で擦れている♡ 

疼いて、震えて……いまにも、出てしまいそうだ♡ 



ん……んぅ……あぁ、あぁ……あぁ……すぅ、はあぁ♡ 

 

ゆっくり、やさしく……坊やの⾓を撫でてやる♡ 

⼤丈夫、漏らしたってかまわない。 

初めてなんだ♡ 

上⼿にやるとか、格好をつけるとか 

そんなことはいらない。 

おっぱいを吸ったまま……ゆっくり息を吸って、吐きなさい♡ 

 

トナカイの坊や、可愛い坊や。おまんこは、⼼地いいか？ 

⼥の⽳は、優しく包んでくすぐってやるんだ。 

そうされると、男のモノは昂り、出したい衝動に駆られてくる。 

坊やの濃い魔⼒が、魔⼥の器に注がれてしまうんだ♡ 

 

受け⽌めてやる。だから、何時でも出しなさい♡ 

坊やの⾓……勃起して、⽪を剥いて 

⻲頭が丸⾒えになった、坊やのチンポで 

俺の、⼥の⽳……膣、おまんこ♡ 

 

熱くて、濡れている、俺のおまんこに♡ 

坊やの精液をッ♡……出せ、膣の中で射精を、しろッ♡ 

 

んぅ、んぁ……ああぁ♡ 

いっぱい出せたな、トナカイの坊や♡ 



よしよし……頑張った頑張った♡ 

 

ん、んぅ……あぁ、ああぁ♡ 

搾って、飲んでやるッ♡ 

⼀滴も、残さず♡ 

坊やが、頑張って注いでくれた精液を、ちゃんと飲みほしてやるッ♡ 

 

あぁ、あはは、真っ⾚な顔だ。 

⿐だけじゃない、これじゃあリンゴの坊やになってしまうな♡ 

ふふ……⽢く酸っぱい、可愛らしい坊やの味 

もっと、俺に教えてくれ♡ 

坊やの味を、もっと♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※===================================================※ 

トラック３ 

※===================================================※ 

 

⾒ているな、ずっと♡ 

息をするだけで揺れるからな、俺のおっぱいは 

 

また、吸わせてやる。 

⽢噛みされてもいい♡ 

坊やは可愛いからな♡ 

 

⺟性がずっと、疼いてしまう。 

坊やを可愛がりたくて 

今だって肌が⽕照っている。 

 

こういう時は酒を飲むに限る♡ 

 

スパイスワインだ。 

 

魔法で温めて、ん……あぁ、良い⾹りだ♡ 

 

ん……ん……はあぁ♪ 

暖まるなぁ、いい気分だ。 

 



どうした？ 

坊やも欲しいのか？ 

 

村では許しているが、⼦供に酒は良くない。 

ん……ん……ぷはぁ、んふふ♡ 

坊やにお酒はまだ早い♡ 

 

だけど、もっと良いものを飲ませてやる♡ 

 

おっぱいを、坊やの顔に近づけて 

⼝、開けるんだ。 

飲ませてやる♡ 

 

あぁ♡ 

⼝に⼊ったな♡ 

俺の、⺟乳が♡ 

ほら、⺟乳が出る乳⾸に、そのまま吸い付きなさい♡ 

ああぁ……あ、んぅうッ 

 

あぁ、ああぁ出るッ♡ 

 

あぁ、あはは……あぁ、ん♡ 

 

よく出るなぁ。 



まるで牝⽜だ。 

とろとろと、滲み出て、噴き出てッ……あぁ、ああぁ♡ 

 

トナカイの、坊やぁ♡ 

⺟乳を、いっぱい飲ませてやる♡ 

あ、あぁ……ん……あぁ、ああぁ♡ 

ん……んぁ……おっぱいに、吸い付いて、離れない♡ 

あぁ、はあぁ……ぁ、いいぞ、抱き着いて♡ 

 

もっと、強く……乱暴に吸っても♡ 

乳⾸を、乳輪を、⾆でいっぱい弄っても、いいから♡ 

 

痛く、ないんだ。 

乳⾸が、おっぱい全体が、⼼地いい♡ 

気持ちよくて、熱くてッ⺟性が、溢れて⽌まらないッ♡ 

 

坊や、可愛い坊や♡ 

⾚っ⿐を埋めて、おっぱいの感触を顔で感じたりして 

ふふ……あぁ、柔らかいか？ 

いいぞ、まだ、まだ出る……いっぱい⺟乳出るッ♡ 

 

あぁ、ああぁ……んぅ……あぁ、あはは♡ 

⺟乳、いっぱい……あぁ、美味しいな♡⽢いな♡……暖かいな♡ 

くすす、⺟乳を飲む坊やは、まだまだ⾚ん坊だな？ 



 

ん……あぁ、吸い付いてくれッ 

おっぱいに⽢えて良いぞ♡ 

可愛いトナカイの坊やに、もっと⽢えて欲しいんだ♡ 

 

いい⼦、いい⼦だ♡……坊やはいい⼦だ♡ 

いい⼦はな、たっくさん⺟乳を飲んでもいいんだぞ♡ 

 

君は坊やだ。まだまだ坊やだ。 

かわいいかわいいトナカイの坊やだ。 

産まれたばかりの⾚⼦の坊やだ♡ 

 

坊やには、乳が必要だ。 

暖かい乳を、飲ませてやらないとな 

 

凍るフィヨルド、ユールの夜 

愛しい我が⼦が泣いている。 

乳が無いから⼦が泣くぞ 

薪が無ければ⼦が死ぬぞ。 

 

ソリに跨れ、氷を渡れ 

ユールの光を⾒て⾛れ。 

 

 



星の光を⾒て⾛れ、⼦が泣き終わる前に 

⾛れ、⾛れ……星を⾛れ、星を⾛れ。 

 

星を⾒て⾛れ、ユールの光を⾒て⾛れ。 

セー・ポー 

セー・ポー 

セー・ポー 

星を⾛れ、星を⾛れ……星を⾛れ♡ 

 

くす、んふふ……坊やに、乳を飲ませよう。 

トナカイのミルクを温めて、坊やに飲ませる。 

歌のように、そう歌のように 

ふふ、あはは……あぁ、坊や♡ 

すまないな。坊やで遊んでしまった。 

 

坊やが、あまりにも可愛く乳を吸うからな 

ユールの、故郷の歌を思い出した。 

 

ん？……あぁ、そうか。今はもう、誰も知らない歌だ。 

坊やが⽣まれる前 

いや、もっともっと前 

魔⼥だからな。無駄に⻑く⽣きてしまう。 

この村が出来るよりずっと前、まだこの国が⼩さな国だった頃の話だ。 

 



俺も、坊やの時分には、こうして親に抱きしめられてな 

クリスマスの歌を、寝物語に聞かされたものだ。 

 

ふふ、だが 

俺の時は、乳を吸ってはいなかったな♡ 

 

ん、っと……そら、もう⺟乳は出ていないだろう。 

お代わりが欲しいか？ 

それとも、セックスを再開するか？ 

 

それともそれとも、坊やの⽬を覚まさせる 

もっと、すごいのがお望みかな？ 

 

くす、あはは……ははッ 

あぁ、期待した顔を⾒せて……可愛い坊やめ♡ 

いいぞ、坊やをたっぷり喜ばせてやるぞ。 

クリスマスといえば、まだしていないことが、ほら 

まだあっただろ。それをしよう♪ 

 

坊やを嫌というほど、気持ちよく、暖めてやる♡ 

 

 

 

 



※===================================================※ 

トラック４ 

※===================================================※ 

 

⽊の匂いは良い、⼼が安らぐ。 

 

サウナはいい 

⾵呂も好きだが 

北の地に産まれたからには、 

サウナを贔屓してしまう。 

 

どうした、トナカイの坊や♡ 

少し熱すぎたか？ 

 

無理して我慢してるのか？ 

 

世話のかかる⼦だ 

 

おっぱいに、顔をくっつけて 

肩を寄せて……そのままじっとして、そう 

 

少しはマシになったろう。 

坊やの中に精霊を少し⼊れた。 

 



俺の中にある、雪の精霊だ。 

冬をとりまく⾃然の概念そのもの、強⼒な⼤精霊だ 

永遠の冬で国を亡ぼせる⼒ 

ふふ、怖がらせてしまったか？ 

だが、なんてことはない。 

 

要は、すごく冷たいということだ。 

 

これで、ちょうど良い熱さになるだろう。 

ゆっくりと、サウナを楽しめるな♡ 

 

あぁ、良い熱さだ。 

⾝体の淀みが、抜けていく♡ 

 

程よく熱されて、たっぷりと汗をかいて 

密着して 

⼼地よく……なって、っぷ、あはは 

元気だな、とっても 

⼤きくなってるぞ♡ 

 

硬いな。 

⾎の巡りが良くなっている証拠だ♡ 

 

ん……ぁ、ちゅ……んぅ、れる♡ 



ん、んん……ちゅ……ぁ、ちゅ、ちゅ♡ 

 

ん、ちゅ……ん、フェラチオで、ちゅ、れる 

すっきり、させてやる♡ 

 

あぁ、るれぇ……れる、れぇ 

あむ、んぅ……ん、れるれるれる♡ 

ん、んんぅ……ん、っく……んく♡ 

あむ、んむ、れるれる、じゅるる♡ 

 

ん、んふふ……⽪は剥けたが、少し汚れが⾒えるな。 

唾液で清めて、綺麗に……あっむ、んぅ♡ 

 

あぁ、れるれぇ 

れるれる、れぁ……れるれぇ♡ 

れる、ん……ぁっむ 

ん、っく……れるれる、れろれろぉ♡ 

 

ん、んふふ……れぇ、るれぇ♡ 

あぁ、唾液を塗って……んふふ 

綺麗になった坊やの⾓を、気持ちよく♡ 

 

ん……あぁ、あっむ……んぅ……んむむ♡ 

んふ……ん、んぅ♡……んふふ♡ 



坊や、かわいい、俺の坊や♡ 

あ、んむ……れる、じゅるぅッ♡ 

……んぅ♡ 

 

ん、ん……ふぅう、んふぅぅ……すぅ、はあぁ、ああぁ 

あぁ……あ、あむ……んぅ、んんぅッ♡ 

じゅっぷ、じゅぷじゅぷ、じゅぷじゅぷじゅぷ……じゅるるッ 

ん、んぅ……じゅるるる、じゅるれる、じゅる、じゅるるッ 

んあ、あっむ、れるれる、れる、じゅるるッ 

 

ンぅ……っぶ……んぶ、んぶ、んぶ、んぶ……んぅう 

ふぅ、んふぅ……あ、熱いな……あ、れる……んぅ、れる♡ 

ふふ、熱いッ……淫らな気持ちで、余計に熱が溜まるッ♡ 

んん、れるれる、れるれぇ……れるれろ、れろれぇ♡ 

あぁ、んむぅ……んっむ……っく、く……っぷは 

 

あぁ、坊やの、チンポが美味しくて……熱くなってしまう 

俺の中の、⼥が疼いてしまう♡ 

 

あぁ、あはは♡……あぁ、あっむ、じゅるるぅ、じゅぶるるるッ♡ 

れるれる、れる、れろれろれろぉ……ん、んむ……っく、んふ♡ 

あぁ、そろそろ出したいだろ♡ 

 

あぁ、ああぁ♡ 



坊やの、⼦種♡……魔⼥のお姉さんが、ぜ〜んぶ飲んでやる♡ 

舐めて、吸って……気持ちよくしてやる♡ 

気持ちが良いお漏らしを、坊やに教えてやる♡ 

 

ん、るれぇ……あっむ、んぅ、んむ……じゅぶ、じゅぶッ 

じゅっぷ、じゅぷじゅぷじゅぷじゅぷッ……じゅるる、じゅるるッ 

ん……あっむ、じゅるれる、じゅるじゅるッ 

んぶ、んぶ、んぶ、んぶ、んぶ、んぶ、んぶぶぶぅううッ♡♡ 

ん、んっふぅ……んふふ……ん、ん、あっむ♡ 

 

れるじゅりゅ、じゅりゅれりゅれぇ〜ッ♡ 

ん、ん……んぶ、じゅぶじゅぶじゅぶじゅぶッ！ 

 

ん、んぅうう！……ん、んっく……ごきゅ、っくッ♡……っく、んッ♡ 

 

ん、んぅ……っく、じゅる、じゅるぅ……れる、んぅ♡ 

 

ん、んぅ……じゅる、じゅるるぅ……れる、れる、んっく 

じゅるる、じゅるるぅ♡ 

れる、れるれる、じゅぶぶ、じゅっぶ……っぱッ♡ 

 

はぁ、はあぁ……あぁ、あはは♡ 

 

はあぁ、あぁ……熱い……ん、⾼ぶって 



危うくのぼせてしまうところだった。 

俺の中の雪の精霊も、少し疲れている。 

 

坊やの熱が、予想を超えて情熱的だったみたいだ。 

くす、んふふ♡ 

 

いっぱい、出したな♡ 

偉いぞ♡ 

坊やは、とっても⽴派だ♡ 

⽴派な坊やには、たっぷりご褒美をあげないとな。 

汗を⽔で流して、続きはベッドの上でだ♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※===================================================※ 

トラック５ 

※===================================================※ 

 

おいで、坊や♡ 

⼤きくて、⺟乳が出るおっぱいに 

 

あぁ♡ 

⽢えてくれ♡ 

⽢えて、発情するんだ♡ 

 

三つ、魔法を唱えた。 

坊やの精⼒を⾼める魔法 

⺟乳が出る魔法 

妊娠しやすくなる魔法。 

 

ん……あぁ、ああぁ♡ 

もう、⼗分濡れているぞ♡ 

坊やの⾓に興奮して 

愛液を溢れさせて、孕みたくてッ 

 

んんぅ……あぁ、ああぁ 

おおぉ、おおぉおッ♡♡ 

 



トナカイの坊や♡ 

おっぱいの間から、⾒えているぞ♡ 

俺に、抱き着いて……頑張って腰を振る 

かっこいい、雄の顔が♡ 

あぁ、あ……ん、んぅ……あぁ♡ 

 

ん……あぁ、熱いッ♡ 

全部、熱いッ♡……⾼ぶって、死にそうだッ♡ 

 

なあ、もっと激しくしていいぞ♡できるはずだ。 

気使いはいらないッ遠慮なく、犯していいんだぞ♡ 

ほら、がんばれ、がんばれ♡ 

がんばって俺を……孕ませてみろッ♡ 

 

んぎ、おぉ、おおぉおッ♡……あぁ、ああぁ、んうぅッッ♡ 

あぁ、坊や♡ 

 

あぁ、ん、んひぃ……あぁ、ああぁ……あぁあああッ 

っく……っくぃ……あぁ、っぐ、ぎッ……あぁ、ああぁ、ああああぁッ 

はぁ、はあぁ……んぅ……あ、激しいッ♡ 

 

坊や、強いぃッ♡……あぁ、おぉ、おぉお、おおぉおおぉッ♡♡ 

ぉお、おおぉ、あぁ、ああぁ、あああぁ……んぅ……ぁ、はあぁッ 

はぁ、はあぁ……あぁ、坊や……いい、ぞッ 



すごく、きもちいいッ……俺の、はぁはぁはぁ……おまんこ、にぃッ 

坊やの⾓が……⽴派な⾓がッ……お、おチンポがぁ♡♡ 

 

⼊ってくるッ……ゴリゴリ、犯して 

膣の中を、かきまわされてぇッ！ 

 

あぁ、感じる……おまんこ、おマンコ良いッ♡ッ 

坊やの、⽴派なチンポ……突かれるの、好きなんだぁ♡ 

これ、いぃッ♡……きもち、いいッ……あぁ、っく……あぁ、ああぁッ！ 

 

いっひぃいいッ……おぉ、おおおぉおおッ♡♡ 

 

出る、⺟乳漏れるッ 

⺟乳出る♡ 

⺟乳が出る出るッ♡ 

⺟乳が、出るッ♡……あ、っくううッ♡♡ 

 

んほぉお、おおぉ、おおぉおお……ッ♡ 

あぁ、あぁ……⼤好きッ♡愛してるッ♡ 

坊やの⼦供、産むッ♡ 

産んでやる、絶対に坊やの⼦を孕むッ♡ 

あぁ、ああぁ、あああぁああ……ッ♡♡ 

 

おぉ、おおぉッ♡……熱い、坊やの⼦種ぇ♡ 



いっぱい、出されてッ♡ 

中……重い、熱いッ♡ 

 

坊や、トナカイの坊や♡ 

あ、違うな。 

もうこれからは、旦那様か♡ 

はは、あはは……ん♡ 

 

ん……ん、あ……ん、ちゅ……あ……ん、んむう……ん 

あぁ、すぅ、はあぁ……あぁ、ふふ♡ 

 

どうした？ 

坊やが願ったことだぞ。 

結婚、したいと 

あぁ、ん……ん、んん♡ 

ん……ちゅ、ちゅ。 

ん……っぱ……あぁ、んふふ♡ 

 

求婚の申し出、謹んでお受けします 

魔⼥、フルドラ・ユーレナットは 

 

貴⽅の妻になることを 

望みます。 

 



ん、くふ……ふふ……あは、あはは 

保留なんて、無理だった話だ。 

俺は、坊やが⼤好きなんだ。想いは抑えられない。 

好きだ、トナカイの坊や♡愛してる♡ 

 

私の愛しい、まだまだ可愛い、トナカイの旦那様♡ 

 

おいで……キスしながらもう⼀度♡ 

 

じゅる、んじゅる、れりゅ、じゅる 

ん、んふ……じゅるる、じゅるれる、じゅる……んっぱ 

あぁ、ああぁ……旦那様♡ 

俺の、可愛くて、愛おしくて……世界⼀格好いい、旦那様♡ 

 

んんぅ、あぁ、ああぁあ……ぉ、おおぉ、おおぉおッ♡♡ 

お、おおぉ、おぉお、ああぁあああッ♡ 

ん……んっむ……ぁっむ、じゅる、じゅるるる、じゅるれるッ♡ 

 

ん、んぅ……んふぅ♡ 

あっむ、んむ、んむ……じゅる、じゅるれる……じゅる、あっむ 

 

ん、んん……っぱ……あぁ、はあぁ……あぁ、坊や♡ 

あぁ、ああぁ、ぉお、おおぉおおぉッ♡♡ 

あぁ、おぉ、おおぉ……゛お゛お゛お゛お゛お゛お゛おッ♡♡ 



 

おまんこぉ、いいのぉッ……坊やの、おチンポ良いッ♡ 

きもち、良いッ♡……イっく……来る、チンポでおマンコおぉおッ♡♡ 

 

ん、んぅうッ……あぁ、ああぁ、熱いッ 

おおぉ、おおおぉおッ♡♡……あぁ、ああぁあッ♡♡ 

 

んっぎ……ぉお、おおぉおッ♡ 

チンポ、チンポッ♡♡……あぁ、元気すぎるッ♡ 

ああ、ああぁあッ♡ 

 

来て、もっと犯してッ♡……犯してくださいッッ♡ 

旦那様ぁ……トナカイの旦那様♡ 

 

おぉお、おおぉ、おおおぉ、おおぉおおッ♡♡ 

……っく……んぅ……あぁ、ああぁあ♡ 

いっぱい、注いでッ♡ 

 

魔⼥の、⼦宮……⾚⼦を、作らせてくれッ 

産む、からぁッ 

あぁ、ああぁあ、あぁあああ……ッ♡♡ 

 

はぁ、はあぁ……あぁ、んんッ 

いっぱい……⼊って、っくぅッ♡ 



こ、⼦種ぇ……ぉ、おぉおッ♡♡ 

⼦宮、いっぱいッ♡……これ、絶対孕むぅッ♡ 

おぉお、おおぉ……っく……ぉお、おおぉッ♡ 

 

おぉ、おおぉ……あぁ、ああぁ♡ 

 

っく……あぁ、はあぁ……あぁ、ああぁ……あぁ、元気……過ぎだッ♡ 

 

あぁ、ん……あぁ、あぁ、えっほ、けほ 

あぁ……あぁ、⽌まったな♡ 

打ち⽌めか 

ふふ、ご苦労様♡ 

 

がんばった、がんばった♡ 

流⽯、俺の旦那様だ 

 

ふふ、旦那様はまだまだ⼦供。 

その事実は、変わらない。 

 

だから、妻として⽀えないとな♡ 

可愛いトナカイの坊やが 

⽴派な、⼤⼈のトナカイになれるように 

 

まだ、坊やは坊やだ。 



⾚い⿐の、トナカイの坊やだ♡ 

 

んふふ♪ 

まだまだ⽢やかしてやるさ♡ 

⺟親のように振舞ってやる♡ 

勿論、夫婦であることは忘れていないぞ♡ 

 

⽢やかして、愛し合って 

幸せなツガイになることを、共に⽬指そう♡ 

俺の願いは、それだけだ 

願いは、それだけ……だから 

 

どうした？急に、魔法を使うから驚いたのか？ 

気にしないでいい。 

少し、願っただけだ。 

俺は、雪と聖夜の魔⼥フルドラ 

 

雪降りしきる、聖夜の、クリスマスの夜に 

あらゆる願いを叶える、万能の魔法使いだ。 

 

なぁに、たいしたことはしていない。 

⼆⼈の未来が、暖かく幸せであるようにと、祈っただけだ。 


